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２月24日に「あつま新鮮組」が創立30周年
を記念し、「巨大あつまるくんモザイクアート
チャレンジ」を厚真中央小学校で行いました。
モザイクアートの作成を通して、子どもか

ら大人まで一つになって協力しながら完成さ
せていました。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

２０１9年
平成 31年 ３月 号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

２ ひとのうごき
３－７ あの日から６カ月
８－９ 厚真町復旧・復興計画策定方針
10－13 被災者支援情報
14－15 国民年金
16 北海道知事選挙・北海道議会議員選挙
町議会議員選挙

17－21 お知らせ
22－23 １～２月のあつま
24 ＃ATSUMA LOVER入賞作品発表
気象台ノート

25 日本ハムファイターズ厚真町応援デー
臨時職員募集

26 厚高インフォメーション／将来の夢
27 健康情報
28 保健の掲示板
29 子育て支援センター

30－31 情報ひろば

２月１日～２月28日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています。

ひとのうごき
平成31年２月28日現在　（　）内は前月比

人　口　4,581人（－２）
男 2,287人　女 2,294人

世帯数　2,147世帯（＋３）

昨
年
９
月
６
日
、
３
時
７
分
。
暗
闇
の
中
、

突
然
激
し
い
揺
れ
が
町
を
襲
い
ま
し
た
。
夜

が
明
け
て
い
く
と
と
も
に
、
被
害
の
状
況
が

あ
ら
わ
に
な
り
ま
し
た
。
広
い
範
囲
で
山
の

斜
面
が
崩
れ
、
茶
色
い
土
肌
が
む
き
出
し
に
。

道
路
は
陥
没
や
亀
裂
、
倒
壊
し
た
家
屋
、
土

砂
崩
れ
な
ど
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
通

行
不
能
に
な
り
ま
し
た
。

厚
真
町
を
襲
っ
た
地
震
は
一
瞬
に
し
て
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
36
人
も
の
尊
い
命

や
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
も
の
を
失
い
ま

し
た
。

あ
の
日
か
ら
半
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

た
、
２
月
21
日
21
時
22
分
。
ま
た
も
最
大
震

度
６
弱
の
大
き
な
揺
れ
が
町
を
襲
い
ま
し
た
。

昨
年
の
地
震
の
恐
怖
を
思
い
出
し
た
方
も
多

く
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
災
害
は
、

い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災

害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
災
害
が
起
き
た

時
の
行
動
や
万
が
一
の
事
態
へ
の
備
え
が
重

要
で
す
。

こ
の
半
年
間
で
何
が
あ
っ
た
の
か
、
写
真

や
デ
ー
タ
で
振
り
返
り
ま
す
。

昨
年
９
月
６
日
３
時
７
分
、
胆
振

地
方
中
東
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６・
７
、
震
度
７
を
記
録

す
る
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
道
内
で
震
度
７
を
記
録
し
た
の

は
観
測
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

こ
の
地
震
の
発
生
以
降
、
地
震
活

動
が
活
発
と
な
り
、
町
で
は
震
度
１

以
上
の
地
震
が
３
０
０
回
以
上
記
録

さ
れ
、
そ
の
内
、
震
度
５
弱
の
地
震

が
２
回
、
震
度
４
の
地
震
が
17
回
発

生
し
ま
し
た
。
２
月
21
日
21
時
22
分

に
は
昨
年
９
月
６
日
以
降
最
大
の
震

度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

あ
の
時
、
何
が
起
き
た
の
か

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

あ
の
日
か
ら６

カ
月

発生日時 / 平成30年９月６日　３時７分
震源地 / 胆振地方中東部（北緯42.7度・東経142.0度）
震源の深さ / 37km
最大震度 / 震度７

集落一帯が土砂に飲み込まれた吉野地区
（写真：国土交通省提供）

北海道初の

震度７
震度７：厚真町　震度６強：安平町、むかわ町　震度６弱：札幌市東区、千歳市、日高町、平取町
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823被害額

農業被害 林業被害

合計 億円
区　分 内　容 被害額

公共土木施設 道路、河川、橋、上下水道 188億円
農 業 関 係 農地、農業用施設、共同利用施設 110億円
林 業 林道、森林被害 458億円
そ の 他 商工業、宅地堆積土砂、災害廃棄物等 67億円

合　計 823億円

区分 カ所数など
農 地 94カ所 154.7ha
農 業 用 施 設 69カ所
農 業 機 械・ 施 設 183戸
共 同 利 用 施 設 8カ所
国営勇払東部地区
かんがい排水事業

ダム 1カ所、頭首工 1カ所
揚水機 1カ所、導水路 18.2km

区分 カ所数など
林 道 3路線
森 林 3,200ha

65道路 通行止め 日

区　分 理　由 路線数 規制期間
国 道 － － －
高規格道路 路面損傷 1 ９月６日～９月８日

道 道 土砂崩れ等 ４ ９月６日～11月８日
橋の損傷 ２ ９月６日～11月13日

町 道 土砂崩れ等 25 ９月６日～９月28日

33水道 断水 日

地　区 戸　数 断水期間
厚 真 地 区 1,188戸 ９月６日～10月９日
上厚真地区 753戸 ９月６日～９月24日

※平成30年12月17日現在　※国、北海道が実施する事業等は含まない

人的被害 36死亡 人

厚
真
消
防
団
は
、
厚
真

市
街
地
を
中
心
と
す
る
第

一
分
団
、
上
厚
真
市
街
地

を
中
心
と
す
る
第
二
分

団
、
女
性
消
防
か
ら
な
る

消
防
団
で
、
89
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
団
員
は
９

月
６
日
の
発
災
後
か
ら
昼

夜
を
問
わ
ず
人
命
救
助
や

捜
索
活
動
に
当
た
り
ま
し

た
。
団
員
は
、
日
ご
ろ
か

ら
農
道
や
迂
回
路
、
住
民

の
暮
ら
し
な
ど
地
域
の
状

況
を
詳
し
く
把
握
し
て
い

た
た
め
、
迅
速
な
情
報
収

集
や
捜
索
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
誰
も

が
初
め
て
経
験
す
る
大
災

害
に
も
関
わ
ら
ず
、
ケ
ガ

一
つ
な
く
落
ち
着
い
て
活

動
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。

ま
た
、
９
月
30
日
の
台

風
第
24
号
、
10
月
６
日
の

台
風
第
25
号
の
接
近
に
伴

い
、
消
防
職
員
・
役
場
職

員
と
と
も
に
危
険
箇
所
の

住
民
を
早
目
に
避
難
誘
導

し
ま
し
た
。

会
社
の
業
務
が
あ
る

中
、
消
防
団
活
動
を
優
先

し
送
り
出
し
て
く
れ
た
地

元
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
家

庭
が
大
変
な
中
、
団
員
を

支
え
て
く
れ
た
家
族
の
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。春

に
な
る
と
雪
解
け
が

進
み
、
土
砂
災
害
の
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
早
期
発
見

や
二
次
災
害
の
防
止
に
努

め
た
い
で
す
。

あ
の
日
か
ら

６
カ
月

自衛隊や消防などによる捜索活動
（写真：陸上自衛隊第7師団提供）

他
自
治
体
の
応
援
職
員
に
よ
る
建
物
被
害
調
査

大きく陥没した道道10号線

昨年８月に配水を開始したばかりの富里浄水場が土砂崩れによ
り稼働停止に（写真：国土交通省北海道開発局提供）

収穫できず雪に覆われた稲穂

地震に伴う土砂災害や多数の家屋倒壊などにより、北
海道全体で死者42人（災害関連死１人含む）、負傷者
775人の人的被害が発生し、厚真町では36人が犠牲とな
りました。

農地への土砂堆積や用水路などの損壊が多数発生しました。
特に、完成を来年度に控えた国営勇払東部かんがい排水事
業の厚幌導水路も大きな被害も受けました。また、水稲や
畑作物、ハスカップなどの作物にも被害が生じました。また、
大規模な山腹崩壊、土砂崩れにより林地、林道の損壊など
が発生しました。

道道は昨年11月13日までに通行止めは解除されました。
町道は、土砂崩れなどにより立ち入りが困難な地域の５路
線を除き、9月28日までに応急復旧を完了しています。

富里浄水場が土砂崩れにより破損したため、直近
まで使用していた新町浄水場の再稼働の準備と復旧
を行い、昨年９月11日から再稼働、９月12日から水
道管の漏水調査および復旧工事を実施しました。土
砂崩れなどで立ち入り困難な地区を除き、10月９日
までに断水を解消しました。
上厚真地区は、上厚真浄水場の復旧、送水管・配

水管の漏水調査および復旧工事を実施し、９月24日
までに断水を解消しました。

不通 日

区　分 戸数 不通期間
あ つ ま ネ ッ ト 29戸 ９月６日～12月28日テレビ共聴施設 62戸

113地域情報
土砂崩れによる光通信ケーブルが断線し、あつ

まネットおよびテレビ共聴施設が不通となりました。
土砂崩れなどにより立ち入りが困難な地域を除き、
昨年12月28日までに復旧しました。

1,354885
建物被害

り災証明書（居住分）交付件数 
全壊

件
棟

全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 被害なし 合計
住 家 224棟 68棟 246棟 1,090 棟 207棟 1,835 棟
非 住 家 661棟 161棟 499棟 801棟 659棟 2,781 棟
合 計 885棟 229棟 745棟 1,891 棟 866棟 4,616 棟
※平成31年２月12日現在

昨年９月12日からり災証明書の交付申請の受け付けを開始し、
９月18日から被害建物の調査を開始しました。

3電気 停電 日

地　区 停電期間
町内全域 ９月６日～９月８日

土砂崩れなどにより立ち入りが困難な地域を除き、
昨年９月８日までに停電は解消されました。

73鉄道 運行休止 日

区　分 理　由 運休期間
Ｊ Ｒ 日 高 線
(苫小牧～鵡川)

軌道変移
橋桁ずれ ９月６日～11月18日

昨年11月18日までに復旧工事が完了し、11月19
日から運転が再開されました。

厚
真
消
防
団

団
長
五い

が
ら
し
十
嵐
次つ

ぎ
　
お男
さ
ん（
64
歳
）

町
の
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
平
成
28
年
４
月
か
ら
厚
真
消

防
団
の
団
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

自
ら
の
地
域
を
自
ら
で
守
る
消
防

団
は
、
い
ち
早
く
災
害
現
場
へ
駆

け
付
け
、
救
助
や
救
出
、
避
難
誘

導
な
ど
昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

声

地 区 幌内 富里 高丘 吉野 桜丘 朝日 幌里
人 数 ４人 ４人 ２人 19 人 １人 2人 4人
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奥
尻
中
学
校
２
年
生
の

時
、
北
海
道
南
西
沖
地
震

（
平
成
５
年
）を
経
験
し
ま

し
た
。「
あ
の
災
害
は
何

だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
い

う
思
い
か
ら
災
害
研
究
の

道
に
進
み
、
防
災
・
減
災

や
復
興
・
生
活
再
建
に
関

わ
る
活
動
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

厚
真
町
に
初
め
て
来
た

の
は
平
成
25
年
２
月
。
町

に
通
う
中
で
、
素
直
に
話

を
聞
い
て
く
れ
る
子
ど
も

た
ち
や
地
域
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
る
大
人
た
ち
に

出
会
い
、
す
っ
か
り
「
厚

真
フ
ァ
ン
」
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

昨
年
９
月
６
日
の
地
震

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
い

て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
厚
真
町
に
通
い
詰

め
て
６
カ
月
。
外
部
か
ら

の
役
場
や
社
協
へ
の
支
援

が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
町
民
を
支
え

る
組
織
へ
の
支
援
が
町
民

へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
の

で
、
災
害
研
究
者
な
り
の

お
手
伝
い
が
で
き
な
い
か

と
模
索
す
る
日
々
で
す
。

２
月
21
日
の
地
震
の
翌

日
も
厚
真
町
に
来
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
大
き
な

余
震
は
精
神
的
に
も
し
ん

ど
い
も
の
で
す
が
、
そ
の

よ
う
な
中
、
い
た
わ
り
合

い
、
助
け
合
う
姿
に
感
激

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ

の
方
た
ち
が
生
活
再
建
を

果
た
す
ま
で
手
伝
わ
せ
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か

け
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

団
体
を
結
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
岩
手
県
陸
前
高
田
市

で
炊
き
出
し
や
宮
城
県
石
巻

市
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

同
隊
は
、
高
校
生
か
ら
50
歳

代
の
約
70
人
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
石
狩
市
や
札
幌
市
の

他
、
東
京
都
や
神
奈
川
県
な

ど
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
る

仲
間
も
い
ま
す
。

昨
年
９
月
８
日
の
朝
、
何

か
お
手
伝
い
で
き
な
い
か
と

石
狩
市
か
ら
厚
真
町
へ
車
を

走
ら
せ
ま
し
た
。

厚
真
中
央
小
学
校
と
厚
真

中
学
校
避
難
所
の
貯
水
タ
ン

ク
の
水
が
不
足
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
一
度
、

石
狩
市
へ
戻
り
、
翌
朝
９
ト

ン
の
水
を
運
び
ま
し
た
。
そ

の
後
は
炊
き
出
し
や
、
水
道

の
修
理
、
農
作
業
の
手
伝
い

な
ど
、
発
災
か
ら
２
月
下
旬

ま
で
に
80
回
ほ
ど
厚
真
町
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

厚
真
町
で
出
会
っ
た
方

は
、
新
規
就
農
者
や
移
住
者

も
多
く
、
新
し
い
風
を
受
け

入
れ
て
く
れ
る
住
民
の
優
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
農
村
地

域
は
古
く
か
ら
の
風
習
を
大

事
に
し
過
ぎ
て
、
新
し
い
こ

と
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
も

多
い
の
で
。
住
民
同
士
が
支

え
合
っ
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
今
で
も
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
そ

う
で
し
た
が
、
家
が
傾
い
て

寒
さ
を
我
慢
し
て
い
て
も

「
う
ち
な
ん
か
よ
り
、
あ
の

人
を
手
伝
っ
て
あ
げ
て
」
と

お
っ
し
ゃ
る
方
が
多
く
い
ま

す
。
少
し
で
も
多
く
の
方
が

暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
提
供

で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い
で

す
。

91避難所 開設期間 日

世帯180仮設住宅 合計

９月６日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　894人

９月７日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1,118人

10月24日　　　　　　　　　　214人

11月５日　　　　　97人

11月７日　　　　86人

11月30日　　36人

12月６日全ての避難所が閉鎖
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総合福祉センター
厚真スポーツセンター
厚真中央小学校
厚真中学校
厚南会館
上厚真小学校
鹿沼マナビィハウス

区　分 入居開始日 世帯数 人数
応 急 仮 設 住 宅 第１期：11月１日第２期：11月30日 124世帯 282人
みなし仮設住宅 ９月27日 18世帯 30人
公 営 住 宅 ９月８日 27世帯 63人
トレーラーハウス 12月27日 11世帯 24人
応急仮設福祉住宅 １月21日 ー 90人

合　計 180世帯 489人
※平成31年２月19日現在

25,836人的支援 人

区　分 支援内容 延べ人数
国 国交省、気象台、タイムライン 880人

北 海 道 災害対策現地情報連絡員（リエゾン）り災証明書交付支援、避難所運営支援 6,480人
市 町 村 環境業務、物資、水道応急、土木・下水道技術支援 1,530人
東北６県 り災証明書交付支援、避難所運営支援 1,337人
自 衛 隊 人命救助、道路啓開、給水、給食、入浴、輸送 14,359人
警 察 人命救助、警戒活動 750人
消 防 人命救助、警戒活動 500人

合　計 25,836人
※平成30年12月28日現在

災害ボランティア

区分 延べ人数 活動期間
災害ボランティア 4,606人 9月10日～
※平成31年２月13日現在

義援金など 区　分 支援内容
町 配 分 義 援 金 ７億4,630万円
北海道配分義援金 ４億5,418万円
支 援 金 １億9,293万円
ふ る さ と 納 税 10億3,186万円（代理受付：６自治体）
※平成31年１月31日現在
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災害派遣医療チーム（DMAT）や自衛隊などによ
る救護支援（写真：苫小牧保健所提供）
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避難生活の長期化を予測し、大
型施設を中心に避難所を開設しま
した。
避難者数は、昨年９月７日には

町民の４分の１に当たる1,118人
が避難を余儀なくされました。そ
の後、電気や水道の復旧や応急仮
設住宅の建設に伴い、徐々に閉鎖
し、12月６日には全ての避難所を
閉鎖しました。

発災直後から、警察や消防、自衛隊など人命救助や捜索活動、警
戒活動などに当たっていただきました。国や北海道、道内外の自治
体の応援職員には長期にわたり、被害調査や復旧業務、避難所運営
など支援いただきました。

昨年９月７日に町社会福祉協議会が災害ボランティアセ
ンターを設置し、９月10日からボランティアの募集・活動
を開始しています。発災直後から全国各地のボランティア
が駆け付け、現在も多くの方が活動しています。

新町地区に全国初となる高齢者、障がい者に配慮し
た大型の応急仮設福祉住宅が建設されました。

発災直後から多くの物資や義援金・寄付金が寄
せられました。また、厚真町へのふるさと納税を
代理で受け付けていただいている自治体もありま
す。全国からのご支援に感謝します。
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発災から11日後の厚真中学校避難所

〔 避難所の開設状況と避難者数の推移 〕

表町公園仮設団地

応急仮設福祉住宅
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